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被災宅地危険度判定士養成講習会

（危険度判定票の作成）



擁 壁 編

2

危険度判定票を作成してみよう



手引き－１４
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擁壁の調査票（練積み造擁壁）

 練石積み
コンクリートブロック

ブロック

間知石



擁壁の調査票（増積み擁壁／二段擁壁）
 増積み

 二段擁壁



擁壁の調査票（コンクリート擁壁）

 コンクリート擁壁
もたれ式擁壁

Ｌ型（逆Ｔ）擁壁

重力式擁壁

プレキャストＬ型擁壁



擁壁の調査票（空石積擁壁）

 空石積み

玉石積

くずれ石・自然石

コンクリートブロック

間知石



擁壁の調査票（張出し床版付擁壁）



石積擁壁の種類（１）
◆ 練石積み・コンクリートブロック積み擁壁

練石積み ガンタ積 間知ブロック積

石又はコンクリートブロックを積み上げた擁壁で、ガンタ
積みや間知ブロック積みなど古い擁壁も見られる。

9



石積擁壁の種類（２）

◆ 空石積み・大谷石積み擁壁

玉石積み 大谷石積み
 一般に施工時期が古く、石の表面が風化している
ことが多い。

 クラックや抜け石がみられることもある。10



手引き－１５
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擁壁の危険度評価／擁壁の種類
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 判定マ－１６ 表－５ 擁壁の種類

ここでは、練積み擁壁に該当します



擁壁の危険度評価／擁壁の位置関係
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判定マ－１３ 図３-１ 建物 道路との位置関係

ケースＢ ケースＢケースＡ

１．７Ｈ

Ｈ

１．０Ｈ

重要度が高い

ここでは、ケースAに該当するとします



判定マ-１２ 表３-１

区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 0 0

湿潤 0.4 0.2

しみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.414



擁壁の危険度評価／湧水の状況
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 判定マー２１ 表３－７ 湧水の状況分類

ここでは、水抜きの径が
３０㎜と小さい。しかし、
擁壁表面は乾いている
に該当します。



区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 ０ 0

湿潤 0.4 0.2

しみ出し･流出 0.8 0.4

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.416

判定マ-１２ 表３-１



擁壁の危険度評価／排水施設の状況
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判定マー２３

表３－10 排水施設の設置状況分類

ここでは、水抜き穴の径が３０㎜
と小さいですが、アスカーブによる
排水施設がありました。排水施設
が一応ありますが、水抜き穴が小
さいので Ⅱ に該当します。



区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 ０ 0

湿潤 0.4 0.1

しみ出し･流出 0.8 0.2

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.418

判定マ-１３ 表３-１ 擁壁の基礎点項目と配点



擁壁の危険度評価／擁壁の高さ

19

判定マ－２５ 表３－13 擁壁の高さの配点

ここでは、
3m＜H≦4m
に該当します。 Ｈ
＝
３
．
４
ｍ



区分 項目 分類 Ａ Ｂ

基
礎
点

地
盤
条
件

湧水

乾燥 ０ 0

湿潤 0.4 0.1

しみ出し･流出 0.8 0.2

構
造
諸
元

排水施設等

Ⅲ 0 0

Ⅱ 0.4 0.2

Ⅰ 0.8 0.4

擁壁高さ

H≦1m 0 0

1m＜H≦3m 0.2 0.1

3m＜H≦4m 0.4 0.2

4m＜H≦5m 0.6 0.3

5m＜H 0.8 0.4

20 基礎点の合計＝０＋０．４＋０．４＝０．８



擁壁の危険度評価／擁壁の変状項目
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判定マ－1４

表３-３ 擁壁の変状項目と配点

ここでは、
クラックは２㎝以上→大
小規模のハラミ →小
擁壁背面のクラック
排水施設 →小



程度
練積み擁壁の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ ５

2水平移動

3不同沈下･目地開き

4ハラミ ４．５

5傾斜･倒壊

6擁壁の折損

7崩壊

8張出し擁壁支柱損傷

9基礎及び基礎地盤被害

10排水施設の変状 ３

11背面の水道管破損等

最大値22

ここでは、

変状点の最大値を
抽出する

→ ５点

判定マ-１４ 表３－３擁壁の変状項目と配点

５
12



被害の判定値
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 基礎点

 変状点

 合計

０．８

５

＋

５．８

〓

ケーＡで ４．５以上

８．５未満

変状等が著しい、経過
観察が必要。変状が進
行する場合は継続的に
点検が必要。

防災工事の必要性の検
討も必要。



擁壁の被害判定調査の記入状況

24



擁壁の危険度判定票の記入ミスの例

25



擁壁の変状点が違う

26

7.0

7.2



擁壁の変状点が違う

27

8.0

8.4



擁壁の種類が違う

28

6.0

5.5



擁壁の種類が違う

29

9.4

9.0



擁壁の変状項目が違う

30

6.0

6.6



簡易判定で大被害？
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宅 地 地 盤 編

32

危険度判定票を作成してみよう



手引き－１６
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手引き－１７
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宅地地盤の危険度評価／段差

35

ここでは、段差が、沈下50㎝で
被害程度 大 に該当 します。



表３－24 宅地地盤の危険度評価項目と配点

 この宅地は、「段差」のみで、湧水、噴砂はありませ
んでした。

程度
宅地地盤の配点

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅）

2陥没（深さ）

3沈下（沈下量･規模）

4段差（段差量） ５

5隆起（隆起量・規模）

６湧水・噴砂

合計値36

宅地地盤の危険度評価／段差

湧水・噴砂がなく加算点無し

５

ここでは、
被害点の最大値を
抽出する

→ ５点



被害の判定値
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被害点の合計値

表3-9 危険度評価区分

評価区分

５

4～7点

変状等が著しく、当該宅
地に立ち入る場合は、時
間、人数を制限するなど
十分注意する。

変状が進行していれば
避難も必要。中



宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・液状化

38



39

ここでは、駐車場に隆起 3０㎝
家屋基礎下に陥没 30㎝
勝手口付近の液状化と
思われる 噴砂現象。

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・陥没



表３－24 宅地地盤の危険度評価項目と配点

程度
宅地地盤の配点表

小 中 大

1ｸﾗｯｸ（幅）

2陥没（深さ） ３

3沈下（沈下量･規模）

4段差（段差量）

5隆起（隆起量・規模） ４

６湧水・噴砂

合計値

40

液状化による噴砂あり １点加算

５

ここでは、
被害点の最大値を
抽出する

→ ４点

宅地地盤の危険度評価／隆起・沈下・液状化



被害の判定値

41

被害点の合計値

表3-9 危険度評価区分

評価区分

５

4～7点

変状等が著しく、当該宅
地に立ち入る場合は、時
間、人数を制限するなど
十分注意する。

変状が進行していれば
避難も必要。

中 が、しかし・・・・・・



実際は、危険宅地とされている
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宅地地盤／のり面・自然斜面被
害状況調査の記入状況

43



宅地地盤の危険度判定票の記入ミスの例

44



判定帳票のミス？
写真が違う？

45



簡易判定で大被害？

46



のり面・自然斜面編

47

危険度判定票を作成してみよう



手引き－１６
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手引き－１７

49



のり面自然斜面の危険度評価
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51

ここでは、家屋下にクラック 規模小
家屋裏の斜面が崩落

すべり拡大の怖れ
表層すべりで家屋基礎が露出
家屋が傾斜
家屋表の庭先擁壁天端

クラックが発生 規模中

のり面自然斜面の危険度評価



程度
のり面自然斜面の配点

小 中 大

1ｸﾗｯｸ １

2ﾊﾗﾐ・盤ぶくれ

3ガリー浸食

4滑落・崩落 ９

5のり面保護工の変状

6排水施設の変状 ５

7のり面内の水道管等の破裂

8湧水・落石・転石

最大値

52

ここでは、
変状点の最大値を
抽出する

→ ９点

判定マ-５１
表３－34 宅地のり面・自然のり面の危険度評価項目と
配点

９

湧水・落石がなく加算点無し



被害の判定値
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被害点の合計値

表3-9 危険度評価区分

評価区分

９

8～10点

変状等が特に顕著で危
険である。

立ち入り禁止措置が必
要。

大



明らかに大規模・危険と判断出来る例
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長岡市高町団地

柏崎市山本地区



宅地地盤／のり面・自然斜面被
害状況調査の記入状況
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8.0

自然斜面の判定が違う



-被災宅地危険度判定連絡協議会 –
国士館大学理工学部教授橋本隆雄作成
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